
舟入おとなこども総合診療クリニック

施設基準および院内掲示事項に関するお知らせ

当院では、健康保険法および厚生労働省の規定（施設基準）に基づき、地方厚生局に届出を行っている診療体制、およびウェ
ブサイトへの掲示が義務付けられている項目について、以下の通り一般に公開しております。 

1. 医療DX推進体制整備および医療情報取得について

当院は、医療DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、質の高い医療を提供するため、以下の体制を整
えています。 

オンライン資格確認：マイナ保険証（マイナンバーカード）を用いたオンライン資格確認を行う体制を有してい
ます。

診療情報の活用：受診された患者様の受診歴、医薬品情報、特定健診情報、その他必要な診療情報を取得・活用
して診療を行います。

電子的情報連携：電子処方箋の発行や電子カルテ情報共有サービスを活用し、他の医療機関や薬局等と電子的か
つ安全に診療情報を連携できる体制（電子的診療情報連携体制整備加算３）を整えています。

2. 一般名処方について

当院では、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用促進および医薬品の安定供給に向けた取り組みを行っており
ます。
お薬を処方する際、特定の医薬品名（商品名）を指定するのではなく、薬剤の有効成分をもとにした「一般名処方
（成分名での処方）」を行う場合がございます。これにより、医薬品の供給が不足した場合であっても、必要な医
薬品が患者様に適切に提供されやすくなります。 

3. 個別明細書の発行について

当院では、医療の透明化および患者様への適切な情報提供の観点から、会計時に正当な理由がない限り、個別診療
報酬の算定項目が詳しく記載された「領収書」および「明細書」を無料で交付しております。
明細書の発行を希望されない場合は、会計窓口にてその旨をお申し出ください。 

4. 生活習慣病管理料に関するご案内

当院では、高血圧・脂質異常症・糖尿病を主病とする患者様に対し、患者様個々に応じた「療養計画書」を医師・
医療従事者が作成し、より専門的・総合的な治療管理を行っております。定期的な受診の際に、計画書へのご署名
（初回および変更時等）をいただくなど、患者様と共により良い治療を進めてまいります。 

5. 長期処方およびリフィル処方箋交付への対応について

当院では、患者様の状態に応じ、医師の判断のもとで以下のいずれの対応も可能な体制を整えています。 

28日以上の長期処方：症状が安定している患者様に対して、28日以上の長期の内服薬を処方することが可能で
す。

リフィル処方箋の交付：一定の要件を満たす場合、最大3回まで繰り返し使用できる「リフィル処方箋」を発行
することが可能です。

※患者様の病状や服用されているお薬の種類によっては、長期処方やリフィル処方箋の発行が適さない場合もござ
います。医師が総合的に判断いたします。 
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6. 外来感染対策および発熱外来について

当院は、院内感染防止対策を徹底し、地域の皆様に安心して受診していただけるよう、外来感染対策向上加算の施
設基準を満たした医療機関（第二種協定指定医療機関）に指定されています。 

すべての患者様の受け入れ：当院への受診歴の有無にかかわらず、発熱、咳、その他感染症を疑わせる症状のあ
る患者様の診療を随時行っております。

空間・動線の分離：感染症の疑いがある患者様と、一般の患者様が接触しないよう、診察室の分離、十分な換気
や消毒等の感染対策を実施しています。

※発熱や風邪症状のある方は、院内感染防止のため、ご来院前に必ず事前にお電話にてご連絡いただきますようお
願いいたします。

7. 時間外対応加算1に関するお知らせ

当院は、通院されている患者様が夜間や休日等の診療時間外に急病となられた際にも、安心して対応ができる体制
（時間外対応加算1）を届け出ております。
当院にかかりつけの患者様からの緊急のお問い合わせに対し、診療時間外であっても常時、医師または看護師等の
医療従事者が電話にて直接対応、または折り返しの連絡を行える連絡体制を整備しています。
診療時間外の緊急のご連絡につきましては、当院の代表電話番号までお電話ください（転送電話等のシステムによ
り対応いたします）。

8. 情報通信機器を用いた診療（オンライン診療）について

当院では、情報通信機器を用いた診療（オンライン診療）を行っております。 

初診における処方制限：厚生労働省のガイドラインに基づき、オンライン診療による初診を行う場合、麻薬およ
び向精神薬（睡眠薬や抗不安薬など）の処方は行えません。

対面診療との連携：病状の変化などにより、オンラインでの対応が困難と医師が判断した場合は、速やかに対面
診療へ移行、または適切な医療機関をご紹介いたします。

保険外負担について：オンライン診療をご利用される場合、通常の診療費のほかに、情報通信機器の運用および
システム利用料・通信費として、別途 550円（税込）の保険外負担が発生いたします。あらかじめご了承くださ
い。

9. 保険外負担（選定療養・自費負担）に関する事項

当院では、各種診断書・証明書の発行、予防接種、その他の保険診療外の費用（自費診療等）につきまして、厚生
労働省の定めに則り、適正な料金を別途定めております。詳細な料金につきましては、当ホームページの料金掲載
ページ、または院内掲示をご確認ください。 

10. 当院の届出施設基準および加算一覧

施設基準・届出項目名 患者様への提供体制・サービス内容の概要

医療DX推進体制整備加算
医療DXを通じて質の高い医療を提供するため、マイナ保険
証の活用や電子カルテ情報の連携体制を整備しています。

電子的診療情報連携体制整備加算３
電子カルテ情報共有サービス等を導入し、他の医療機関や
薬局等と安全かつ電子的にお互いの診療情報を共有・連携
できる体制を整えています。
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施設基準・届出項目名 患者様への提供体制・サービス内容の概要

一般名処方管理加算
医薬品の供給不足の際にも必要な薬が安定して提供できる
よう、特定の製品名ではなく成分名（一般名）で処方する
体制を整えています。

生活習慣病管理料
高血圧・脂質異常症・糖尿病を主病とする患者様に対し、
医師が作成した療養計画書に基づき、専門的かつ総合的な
治療管理を行います。

外来感染対策向上加算
組織的な院内感染防止対策を実施し、受診歴の有無に関わ
らず発熱や感染症が疑われる患者様を安全に受け入れる体
制（第二種協定指定医療機関）を有しています。

時間外対応加算１
当院にかかりつけの患者様が、夜間や休日等の診療時間外
に急病となられた際の緊急のお電話に対応できる連絡体制
を常時整備しています。

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料
睡眠時無呼吸症候群（SAS）の患者様に対し、CPAP等の適
切な在宅指導および管理を行います。新基準に基づき、適切
な持続陽圧呼吸療法の管理を行っています。

ウイルス・細菌核酸及び薬剤耐性遺伝子多項目同時検出
特定の感染症や薬剤耐性遺伝子が疑われる際、ウイルス・
細菌および耐性遺伝子を同時に迅速検出・同定できる高度
な体制を整えています。

血糖自己測定指導加算
糖尿病治療において自己注射や自己血糖測定を行う患者様
に対し、適切な機器の取り扱いと療養上の丁寧な指導管理
を行います。

がん性疼痛緩和指導管理料
がんによる痛みを抱える患者様に対し、医療用麻薬などの
適切な使用や緩和ケアに係る質の高い指導管理を行いま
す。

がん治療連携管理料およびがん治療連携指導料
がん診療連携拠点病院等と密に連携し、あらかじめ策定さ
れた治療計画に基づき、当院において共同で計画的な指導
管理やフォローアップを行います。

がん患者指導管理料イ
悪性腫瘍（がん）と診断された患者様に対し、医師が今後
の治療方針や療養上の注意点等について、丁寧な説明と意
思決定支援、質の高い指導管理を行います。

がん患者指導管理料ロ
がん治療を受ける患者様に対し、医師の指示のもとで専任
の看護師等が、心理的なケアや具体的な療養生活の相談・
丁寧な指導管理を行います。

在宅時医学総合管理料（在医総管）
通院が困難な患者様に対し、ご自宅等に計画的に訪問診療
を行い、24時間体制での医学管理を総合的に行います。

肝炎インターフェロン治療計画管理料
ウイルス性肝炎の患者様に対し、適切な治療計画に基づい
た専門的な指導管理を行います。
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